
 

 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり協議会 座談会のまとめ     日時：令和７年１月 14 日（火）・22 日（水）  出席者：各まちづくり協議会代表   手法：14 地区を５グループに分けての対面座談会 

【コミュニティ意識】 
・地域への帰属意識が薄れ、地域社会の持続性が危ぶまれる。 
・イベント中止に伴い地域の一体感がもてなくなった。 
・明確な目的での活動をする人は少しずつ増えており、そうしたグルー

プの活動は活発である。 
 
【まち協メンバーの意識、取組の承継】 

・事業ノウハウが継承されなくなり、事業中止に伴うモチベーション、
士気の低下の克服が課題 

・コロナ禍を経て活動に消極的な人が多くなった。 
・コロナ後の自治会運営をテーマに講師を招 聘

しょうへい
し啓発 

・まち協事業の説明会の開催により、新規加入者を獲得 
 
【情報発信】 

・Instagram、LINE 等の活用、ホームページ開設等情報発信手段の変化 
・Instagram、LINE 等の活用と従来のアナログ発信の両方で実施 

 
【イベント】 

・三密の回避、参加人数の縮小、イベント内容変更 
・従来の運動会的競技をスポーツレクリエーションへ、模擬店（飲食）

をキッチンカー出店へと切り替えて実施 
・再開後のイベントには多年代の人々が多く集まっている。 
・子育てやアミューズメント、教育（地域歴史学習）に関するイベント

ニーズが高い。 
 
【安心・安全】 

・避難所運営や避難所生活の体験訓練の実施 
・青パト巡回 

 
【コミセン活用、サロン等】 

・コミセンロビーなどを活用し、児童・生徒らの自習等居場所としての
提供をしている（今後の検討としている協議会も複数）。 

・室内の事業（講演会・サロン）への高齢者の参加者が 2〜3 割減 
・多人数イベントから少人数が集えるイベントへと変更 

 
【地域福祉】 

・地域福祉事業への参画 
・介護施設への慰問 

 
【他団体等との連携】 

・他のまち協と連携した親子対象のイベント開催 
・高校からの協賛や参加もしてもらえるイベント開催 
・自治会への新規加入に関する自治会支援 
・NPO 法人及び他団体との協力行事の実施 

①コロナ禍を経て、地域のまちづくり活動に 
どのような変化があったか 

◆継承していくべきこと 
【全市の取組、協働の取組】 

・地域全体のまちづくりテーマを設定し、市内全域での取組も必要では
ないか。 

・市内まち協と協働した各種活動 
 
【地域での取組】 

・常時開催の年間行事の維持・継続 
・防災に関する講習・訓練など、災害に向けた共通認識の醸成 
・文化財の価値を再認識し継承・発展、郷土愛を深める市民への発信・

博物館展示 
・高齢者の交通手段（通院・買い物）のサポート、援助 
・一人暮らし高齢者の見守りと生活支援の充実 

 
◆懸念されていること 
【まち協等地域活動組織の運営、ボランティア的活動】 

・高齢化、定年延長、夫婦共働き等によるまちづくり協議会や自治会、
コミセン業務等の担い手不足は深刻 

・まち協会員及び役員の高齢化と固定化、新規入会者の減少 
・老人会の役員の担い手がおらず、婦人会・青年団組織も消滅 
・人的資源の発掘が重要 
・ボランティアは常勤で報酬を払う等雇用形態を考慮すべき。 
・行政が担うと思われる部分をボランティアに頼るのは負荷になる。 

 
【地域の状況】 

・少子高齢化と単身世帯の増加 
・自治会加入率低下、まちづくりや地域でのつながり等関心の低下 
・各種団体の弱体化 
・地域内格差（小学校間での児童数の違い等） 
・在住外国人との共生 

 
【地域でのイベント等】 

・少子高齢化による地区の神事等に係る実施体制変更 
・一度に大勢の人が集う催しが困難 

 
【その他】 

・コミュニティ弱体化に伴い災害時の相互支援の減少 
・個人情報保護を理由とした家庭情報の入手困難（災害時等対策） 
・防犯に対する地域ぐるみでの見守り体制 
・地元産業の空洞化や地域経済の衰退 
・大型店と小売店との共存共栄 
・歴史文化について市民や全国の認知が低い。 
・地域担当職員との協働の範囲 

②地区での活動にとどまらず、全市のまちづくり活動全般で 
継承していくべきことや将来的に懸念されていること等 

【まち協等地域活動】 
・事業のスリム化、負担軽減、持続可能なイベントの実施 
・委員同士のコミュニケーションづくり、活動へのやりがいを感じるこ

とができる体制づくり 
・若年層や女性ならではの発想と行動力を活かした取組 
・人材発掘のための行政や企業の協力 

 
【他団体との連携・協力】 

・複数まち協協賛のイベント 
・小学校・中学校・高等学校等の協力体制構築、若者会議創設 
・地域内の企業や事業所、施設等との連携や協働体制整備 

 
【地域内外住民との交流】 

・地域住民の交流と居場所づくり、各年代を集めた祭り等 
・新住民やマンション住民へのアプローチ 
・外国人との共同 
・地域に関わる人を増やすため、地域内外との交流活動（イベント等） 

 
【地域資源の活用】 

・地域資源（景観、歴史、文化財、農業等）をいかした観光資源づくり 
・地域の歴史文化の魅力を発信及び活用と有形無形文化遺産の継承 

 
【高齢者の生活支援】 

・高齢者が元気で、安心・安全に暮らすことができる地域社会の実現 
・地域住民の身近な生活支援（困りごと支援、健康、給食、安否確認等） 

 
【子育て、若い世代、世代間交流】 

・孤立無援者にさせない、地域のつながり、絆づくり、他世代間の交流 
・子育て支援活動、小学生対象の地域愛を育む行事、子ども食堂 
・夏休み期間中の子どもの居場所づくり 
・若者が主導で活躍できる場づくり 
・若い親子対象のイベントや指導者支援 

 
【安心・安全】 

・防災・減災の取組、耐震、避難所、物資、行政との協働の防災 
 
【まちの基盤、産業】 

・農業支援 
・公共交通充実 
・地区の商店等活気があるようになってほしい 

 
【行財政】 

・地域担当職員制度について 
・人材確保のための活動資金補助について 

③地域のまちづくり活動として、今後取組んでみたいことや 
新たな企画、そのために必要な支援等 
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